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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

・記念誌の寄稿文の締め切りが明日までとなっています。

＜患者様連絡事項＞

・清川　厚子様～療養環境変更目的にて、西Ｂユニットへ転棟となる。

＜隔離入室・身体拘束患者様＞
・木村　格治様～不隠が残存しており人間関係を損なう恐れあり終日隔離継続中。過度な要求やドア蹴り等の不穏行為はない。時折、大声を出すことあるが要求事が通ると静かに過ごしている。喫煙について主治医へ確認し、日勤帯で3回・各２本の喫煙可となっている。引き続き、対面にて現実検討出来るような関わりを行い、処遇改善に向けた精神症状の評価を行っていく。

・原子内　光久様～興奮状態で危険行為、突発的行為の可能性が高いため、終日隔離継続中。自宅のリフォームについての訴えはなく、漫画本を読むなど落ち着いて過ごすこと出来ている。食事、服薬の拒否なし。入浴、喫煙対応時の問題行為なし。引き続き、精神状態（興奮・攻撃性）の観察を行っていく。

・野見山　正直様～多動さあり胃管チューブ自己抜去の可能性あるため身体拘束継続中。体動の活発さあるが、経管栄養中のトラブルはなく経過。バイタルサインの異常なし。酸素飽和濃度の低下もない。仙骨部に褥創あり、処置、体位変換を継続していく。胃管チューブ抜去のリスクは高いため処遇は継続。拘束部位の循環障害の有無確認と皮膚状態の観察を行っていく。

・澤口　直美様～興奮あり、器物破損の危険性が高いため、身体拘束継続中。気分高揚、性的発言、妄想発言活発に聞かれ、話を切り上げられないでいる。時折、拘束をすり抜け、オムツ外しあり。日課、入浴は個別に対応している。精神安定を図りながら早期に処遇改善できるよう介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞

・鹿島　貞子様～体温37.7℃から37.9℃で経過し、クーリング継続している。指示の点滴セフトリアキソン2V+生食100ml施行、トラブルなく終了している。朝食は主食全量、副食1/4摂取、昼食は数口程度で拒否している。帰宅要求や不隠さはなく、適宜水分補給している。

・山口　慶一様～排便－5日目。左下腹部に圧痛あり。食事は2/3から全量摂取、むせ込みはないが、詰め込みがあるため常時見守り介入要している。シャワー浴実施、介入に拒否はない。主治医から浣腸の指示あり。浣腸実施しても排便ないときにはシンラック液30滴服用の指示受けている。

・中居　松男様～多弁、気分高揚気味で経過。ホールでニヤツキながら歌を唄い、踊りだすことある。他者干渉も見られるため、トラブルに注意し見守り要している。日課は支障なく実施できている。

・飯田　修子様～易怒性ないが、スタッフルームに頻回に来詰し、まとまりなく訴えている。苛々感の訴えもあり、予測指示のリスパダール液2ｍｌの内服希望あり対応する。

・野々口　晶太様～ホール内を歩行している。突発行為はないが表情は硬い。以前、スタッフルーム前に居た他者に、「邪魔なんだよ」と怒鳴ることあり、他者トラブルに注意し見守り要している。

＜田名部Dr診察＞

・高橋　伸治様～夜間良眠で経過。日中は作業療法なども集中して取り組めている様子。臨時薬７日分継続処方。

・北山　幸博様～状態は変わりないが、１日だけ夜間トイレ覚醒した際、再入眠出来ない時があったとの事。今後、睡眠を気分の指標として見ていく。予測指示継続。

・野見山　正直様～SpＯ2低下なく、バイタルサインも著変見られない。経管栄養については一度自己抜去が見られてため、身体拘束は継続としていく。栄養については、今後増量していく。本日夕より、ＭＡ8プラスが2Ｐ－1Ｐ－2Ｐ、白湯が100－200－100へ変更となる。

・飯豊　信雄様～夜間良眠、食事も取れている。スタッフ見守り可能な時、歩行器使用にて歩行訓練継続の指示あり。

・成田　早紀様～幻聴の訴えなく、抑うつや苛々感もないとの事。外泊が決まっている為、外泊状況がよければ退院を進めて行く予定。臨時薬７日分継続処方。

・丹内　栄子様～身体のあちこちが痛いと訴えている。腹部については、「（子供が）動くんです」と妄想発言ある。エビリファイ継続処方。

＜安ヶ平Dr診察＞

・沼端　恵子様～ＢＳ153ｍｇ/ｄｌと高値の為、面会時に差し入れを確認するよう指示あり。間食も適量を提供していく。

・續石　啓介様～足の痺れがあると訴えあり。足上げをするよう主治医より説明し了承している。データではＫ2.5→3.6と上がってきている。

・竹内　恒子様～「３年前に膣を移植された」等と妄想発言ある。話を切り上げられず、制止しても話し続けている。来週からエビリファイ→ジプレキサへ変更。予測指示継続。

・中居　松男様～検査データは問題なし。特に指示なし。

＜ＯＴより＞

・池野　功一様～表情の険しさ、落ち着きのなさあり。宙に円を書くような仕草も見られている。

